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メロン退緑黄化病抵抗性を有する
‘メロン中間母本農 5号’の育成経過とその特性
杉山充啓 1）＊，川頭洋一 2），下村晃一郎 2），吉岡洋輔 3），坂田好輝 4），
野口裕司 2），奥田　充 5），上田重文 6），大和陽一 7），前田昭一 7）
（2019年 5月 15日受付，2019年 7月 10日受理）
　‘メロン中間母本農 5号’は，固定品種‘アールスフェボリット春系 3号’（‘春系 3号’）にメロン退緑黄化病抵抗
性を有する系統 I-10を交雑し，抵抗性検定による選抜と自殖を繰りかえすことにより，メロン退緑黄化病抵抗性を固定
し，雌花着生性等の主要形質を向上させた中間母本である．本品種はメロン退緑黄化病に抵抗性を有する．高温等の条
件で発病する場合があるが，発病した場合でも罹病性品種に比べて発病程度はきわめて軽く，ウリ類退緑黄化ウイルス
の感染が本品種の果実品質に与える影響はほとんど認められない．メロン退緑黄化病抵抗性は劣性に遺伝し，1つの主
要な遺伝子が関与すると推察され，SSRマーカー ECM230は，メロン退緑黄化病抵抗性育種における選抜マーカーとし
て利用できる．本品種の節間および葉柄は長く，雌花着生率は素材である I-10に比べ高い．成熟日数は 45日程度で，‘春
系 3号’に比べ 10日ほど早く，離層が形成されるためへた離れしやすい．果実は偏平で，‘春系 3号’に比べ小さく，
溝があり，花痕部は大きい．糖度は I-10に比べ高く，11° Brix程度である．
キーワード：メロン，ウリ類退緑黄化病，育種，DNAマーカー
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緒　言
メロン退緑黄化病は，クリニウイルス属に属するウ
リ類退緑黄化ウイルス（Cucurbit chlorotic yellows virus，
CCYV）を病原とするウイルス病である（行徳ら 2009，
Okuda et al. 2010）．CCYVは，2004年に熊本県のメロ
ン産地で初めて発生が報告された．現在では，九州全
域，中国，四国，近畿，東海，関東地域のウリ科産地
で発生し問題となっている．海外では，中国（Gu et al.
2011），台湾（Huang et al. 2010），スーダン（Hamed et al.
2011），エジプト（Amer 2015），レバノン（Abrahamian
et al. 2012），サウジアラビア（Al-Saleh et al. 2015），イラ
ン（Bananej et al. 2013），ギリシャおよびトルコ（Orfanidou
et al. 2014，2017），アメリカ合衆国（Wintermantel et al.
2019）での発生が報告されている．CCYVは，タバココ
ナジラミバイオタイプ Q（Bemisia tabaci Mediterranean（Q
biotype））およびバイオタイプ B（B. tabaci Middle East–
Asia Minor 1（B biotype））によって半永続的に伝搬され
（行徳ら 2009），本ウイルスに感染した植物は，葉に退
緑小斑点を生じ，その後葉全体が黄化する．果実に病斑
の出現は認められないが，メロン（Cucumis melo L.）で
は果実重および糖度の低下が問題となり，特にアールス
系メロンの抑制栽培での被害が深刻である．メロン退緑
黄化病の防除には媒介虫であるタバココナジラミを駆除
することが重要であるが，タバココナジラミバイオタイ
プ Qは一部のネオニコチノイド系薬剤に対する感受性
が低く，それを完全に防除することは容易ではない．生
産者からは抵抗性品種の導入が強く求められているが，
これまで抵抗性品種および素材の報告はなかった．そこ
で，筆者らは，メロン退緑黄化病抵抗性メロンの検索を
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行い，インド原産の I-10（JP 138332）が抵抗性を有する
ことを明らかにし（Okuda et al. 2013），I-10を素材とし
てメロン退緑黄化病に抵抗性を有する‘メロン中間母
本農 5号’を育成した．ここにその育成経過と特性に
ついて報告する．
育成経過
2009年から I-10を素材としてメロン退緑黄化病抵抗
性メロンの育成を開始した．I-10は，果皮が白色で緑色
の斑紋があり，雌花着生が少ないことや，果肉糖度が市
販品種（13～ 14° Brix）に比べきわめて低い（8° Brix程
度）こと等の欠点を有する．そこで，I-10にわが国の固
定品種‘アールスフェボリット春系 3号’（‘春系 3号’）
を交雑し，抵抗性検定による選抜・固定を進めた．2014
年に育種素材の I-10に比べ，雌花着生率が高く，果皮
および果肉色が淡緑で，果肉糖度が 11° Brix程度に向
上した系統を得た．本系統はメロン退緑黄化病に対し
て I-10と同様に抵抗性を有することが判明したことか
ら，本系統にメロン久安 1号の系統名を付与した（図 1）．
2015および 2017年度にメロン退緑黄化病抵抗性検定試
験を実施したところ，抵抗性が確認された．次に，罹病
性のアールス系メロン‘AnMP-5’とメロン久安 1号と
の交雑後代を用いてメロン退緑黄化病抵抗性の遺伝性を
調査した結果，抵抗性は劣性に遺伝し，1つの主要な遺
伝子が関与すると推定された．これらのことから，メロ
ン久安 1号は中間母本として有望であると判断し，2019
年に‘メロン中間母本農 5号’として品種登録出願し
た（品種登録出願番号第 33973号，2019年 6月 6日）．
特　性
1　試験成績
試験の概要を表 1に示す．
a 　メロン退緑黄化病抵抗性
メロン退緑黄化病抵抗性検定は，2015および 2017年
度に九州沖縄農業研究センター筑後・久留米研究拠点（福
岡県久留米市）で実施した．対照品種として，罹病性の
‘ミラノ夏Ⅰ’および抵抗性の I-10を用いた．CCYV感
染キュウリを餌としてタバココナジラミバイオタイプ Q
を飼育している網室にメロン苗を 10～ 14日間置くこと
で CCYVの接種を行った．接種後，メロン苗に付着して
いるタバココナジラミを薬剤により殺虫し，ビニールハ
ウス内に定植した．罹病性品種の本葉に病徴がはっきり
と確認された接種 2か月後以降に，主枝の第 5～ 14本
葉の発病評点（0：無病徴，1：退緑斑が確認できる，2：
黄化が確認される（全体の 1～ 20％），3：黄化が広がり，
斑状となる（全体の 20～ 50％），4：黄化が全体に広が
2009年 2010年 2012年 2013年 2014年
春系3号
F 1 F 2 F 3 F 4 F 5 F 6 メロン久安1号
I-10 （メロン中間母本農5号）
図 1‘メロン中間母本農 5号’の育成系統図
表 1　試験の概要
年度 作型 播種日 接種日 定植日 調査 畝幅 株間 栽植本数 施肥（kg/a） 試験規模 試験場所
（cm） （cm） （株 /a） N-P2O5-K2O
メロン退緑黄化病抵抗性検定
2015 抑制 9/3 9/11～ 9/24 9/24 12/4 300 40 cm・2条植え 167 1.6-1.6-1.6 10株反復なし 九州沖縄農研
2017 抑制　 7/7 7/14～ 7/24 7/25 9/20 300 45 cm・2条植え 148 1.6-1.6-1.6 20株反復なし 九州沖縄農研
CCYVの感染が収量および果実品質に与える影響
2014 抑制 8/4 8/12～ 8/22 8/22 300 40 cm・2条植え 167 1.6-1.6-1.6 4株× 3反復 九州沖縄農研
遺伝解析
2015 抑制 9/3 9/11～ 9/24 9/24 12/4 300 40 cm・2条植え 167 1.6-1.6-1.6 - 九州沖縄農研
一般特性
2016 抑制 8/23 - 9/5 150 33 cm・1条植え 202 1.2-1.2-1.2 20株反復なし 野菜花き部門
2018 半促成 3/26 - 4/9 150 33 cm・1条植え 202 1.2-1.2-1.2 10株反復なし 野菜花き部門
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る（全体の 50％以上））から平均発病評点を算出し，抵
抗性を判定した．
2015年度の試験では，‘メロン中間母本農 5号’お
よび I-10における全ての株で発病せず，病徴は認めら
れなかった（図 2，表 2）．一方，2017年度の試験では，
‘メロン中間母本農 5号’および I-10の多くの個体で弱
い病徴が認められ，発病評点は，それぞれ 1.2および 2.1
であった．‘ミラノ夏Ⅰ’では両試験の全ての株で発
病評点が 3.5～ 4.0の激しい黄化症状が認められた．‘メ
ロン中間母本農 5号’は，発病した場合でも病徴は罹
病性品種に比べ非常に弱く，メロン退緑黄化病に対して
実用的に利用可能な抵抗性を有すると考えられた．
b　CCYVの感染が収量および果実品質に与える影響
CCYVの感染が収量および果実品質に与える影響の評
価は，2014年度に九州沖縄農業研究センター筑後・久
留米研究拠点で実施した．‘メロン中間母本農 5号’，
罹病性の‘ミラノ夏Ⅰ’および‘春系 3号’を用いた．
CCYVの接種は上記のメロン退緑黄化病抵抗性の評価と
同様に行い，CCYVを接種した接種区と無接種区を設定
した．接種後の植物をビニールハウス内に定植し，主枝
は畝面から約 180 cmの高さにある誘引線に達した段階
で摘心した．主枝第 9節までに発生した側枝を摘除し，
第 10～ 13節から発生した側枝第 1節に着生した雌花を
目標に交配を行い，1株に 1果を着果させた．接種区お
よび無接種区の植物体の生育，ならびに果実品質を調査
し，CCYV感染の影響を調査した．
全品種の接種区におけるつる長および葉数は無接種区
に比べ，低い値となった（表 3）．この原因として，無
接種区の育苗ではタバココナジラミを放飼しておらず，
コナジラミの吸汁害がなかったのに対し，接種区の育苗
では 1株あたり 100頭以上のコナジラミを接種したため，
この吸汁害によって初期生育が大きく阻害されたことが
考えられた．罹病性品種である‘ミラノ夏 I’と‘春系
3号’の接種区の SPAD値は，それぞれ 35.2および 35.5
で，無接種区の 47.7および 48.6に比べ有意に低くなっ
た．一方，‘メロン中間母本農 5号’では，接種区で
56.2，無接種区で 55.5となり，両区の有意差は認められ
なかった．‘メロン中間母本農 5号’では，接種区の果
実重は 1085 gで，無接種区の 1165 gよりやや軽かったが，
果肉の胎座部および中心部の糖度に差は認められなかっ
た．罹病性品種では，接種区における果実重は軽く，‘春
系 3号’および‘ミラノ夏Ⅰ’の果肉糖度（胎座）は，
それぞれ 11.7および 12.6° Brixで，無接種区に比べ有意
に低くなった．
c メロン退緑黄化病抵抗性の遺伝解析
メロン退緑黄化病抵抗性の遺伝様式の解析は，2015
表 2　メロン退緑黄化病抵抗性検定試験の結果
年度 品種・系統名 発病評点
発病株率
（％）
2015 メロン中間母本農 5号 0.0 bz 0
ミラノ夏Ⅰ 3.5 a 100
I-10 0.0 b 0
2017 メロン中間母本農 5号 1.2 c 75
ミラノ夏Ⅰ 4.0 a 100
I-10 2.1 b 90
発病評点 0：無病徴，1：退緑斑が確認できる，2：黄化が確認される（全
体の 1～ 20％），3：黄化が広がり斑状となる（全体の 20～ 50％），4：
黄化が全体に広がる（全体の 50％以上）．
z 同一のアルファベットは，Tukeyの多重検定により 5%水準で，品種・
系統間に有意差がないことを示す．
図 2　CCYVを接種したメロンの植物体
左：‘メロン中間母本農 5号’，右：‘ミラノ夏 I’．
接種 48日後における上位葉．
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年度に九州沖縄農業研究センター筑後・久留米研究拠
点で実施した．罹病性‘AnMP-5’と‘メロン中間母本
農 5号’との F2集団 114個体，各 10個体の親品種，F1
を用いた．CCYVの接種および抵抗性の判定は，上記
のメロン退緑黄化病抵抗性評価と同様に行った．また，
Kawazu et al.（2018）は，‘AnMP-5’と I-10の F2集団を
用いて QTL解析を行い，I-10由来の 1つの主要な QTL
が第 1染色体に座乗することを報告している．そこで，
‘AnMP-5’と‘メロン中間母本農 5号’との F2集団に
おいて，I-10由来の QTL近傍の SSRマーカー ECM230
を用いて，マーカー遺伝子型と発病評点との関連性を
調べた．各個体のマーカー遺伝子型を調べるため，ま
ず，DNeasy 96 Plant Kit（QIAGEN）を用いて，各個体
の本葉からゲノム DNAを抽出した．次に，Shimizu et
al.（2011）が報告した 1チューブ多重ポストラベル法
を用いて，PCR産物を蛍光色素標識し，シーケンサー
3730xl DNA Analyzer（Applied Biosystems） で 泳 動 し，
GeneMapper（Applied Biosystems）ソフトウェアで PCR
産物の長さを解析した．PCRの温度条件は，95℃ 5分間，
「95 ℃ 20秒間，55 ℃ 90秒間，7 2℃ 30秒間」を 33サイ
クル，「95 ℃ 20秒間，49 ℃ 90秒間，72 ℃ 30秒間」を
3サイクル，72℃ 5分間とし，酵素は QIAGEN Multiplex
PCR Kit（QIAGEN）を用いた．
‘メロン中間母本農 5号’と‘AnMP-5’との交雑 F1
の発病評点は，‘AnMP-5’の評点 3.5とほぼ同じ 3.2お
よび 3.6であった（表 4）．このことから，‘メロン中間
母本農 5号’が有するメロン退緑黄化病抵抗性は劣性
に遺伝することが明らかになった．交雑 F2集団の発病
評点は 0～ 4.0の分布を示し（図 3），黄化が確認される
発病評点 2.0より高い個体を罹病性と判定した場合，抵
抗性が 28個体，罹病性が 86個体で，1遺伝子支配の分
離比 1：3にほぼ適合した（表 5）．よって，‘メロン中
間母本農 5号’が有するメロン退緑黄化病抵抗性には，
劣性遺伝する 1つの主要な遺伝子が関与すると推定され
た．114個体の F2を，マーカー遺伝子型（A（‘メロン
中間母本農 5号’型ホモ接合），B（‘AnMP-5’型ホモ接
合），H（ヘテロ接合））に分類し，それぞれの集団につ
いて平均発病評点を求めたところ，A型集団の平均発病
評点は 0.8となり，B型集団の 3.2，ならびに H型集団
の 3.1よりも有意に低い値を示した（表 4）．また，発病
評点が 0～ 1.00以下であった F2集団において，18個体
のうち 17個体のマーカー遺伝子型は A型であった（図
3）．このことから，ECM230は選抜マーカーとして利用
可能であると考えられた．
表 3 CCYV接種区と無接種区の植物体および果実特性
品種名 試験区 つる長 葉数
第 10
本葉葉
身長
第 10
本葉葉
柄長
第 10
本葉葉
幅
第 10～
15節
節間長
葉色
成熟
日数
果実重
糖度
胎座
（° Brix）
糖度
中心
（° Brix）
（cm） （枚） （cm） （cm） （cm） （cm） SPAD （日） （g）
メロン中間母本農 5号 接種区 155.5 17.8 25.7 32.8 28.9 58.0 56.2 42.4 1085 10.8 12.2
無接種区 194.7 20.6 24.8 32.2 28.3 58.8 55.5 42.5 1165 10.5 11.2
t検定 z ** ** ns ns ns ns ns ns * ns ns
ミラノ夏Ⅰ 接種区 125.2 19.8 24.4 21.5 24.8 36.9 35.2 57.3 1366 11.7 11.2
無接種区 146.1 22.4 24.8 20.1 26.3 37.8 47.7 58.1 1595 14.8 14.5
t検定 ** * ns ns ns ns ** ns ** ** **
春系 3号 接種区 114.3 18.7 26.3 20.9 27.0 39.3 35.5 56.8 1500 12.6 11.8
無接種区 141.5 21.5 26.5 21.4 28.4 41.4 48.6 56.9 2004 14.7 13.9
t検定 ** ** ns ns ns ** ** ns ** ** **
z *および **は t検定によりそれぞれ 5%および 1%水準で有意差あり，nsは有意差がないことを示す（n＝ 3）．
表 4　遺伝子型別に分類した‘メロン中間母本農 5号’と罹
病性品種‘AnMP-5’との交雑後代における発病評点
品種・系統名
マーカー
ECM230
遺伝子型
個体数
平均発病
評点
メロン中間母本農 5号（N） A 10 0.0
AnMP-5（A） B 10 3.5
F1（A x N） H 4 3.6
F1（N x A) H 8 3.2
F2（A x N） A 23 0.8 b
z
B 30 3.2 a
H 61 3.1 a
マーカー遺伝子型：A ‘メロン中間母本農 5号’型ホモ接合、H ヘ
テロ接合，B‘AnMP-5’型ホモ接合．
z 同一のアルファベットは，Tukeyの多重検定により 5%水準で，品種・
系統間に有意差がないことを示す．
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d 一般特性
一般特性の評価は，2016および 2018年度に野菜花き
研究部門安濃野菜研究拠点（三重県津市）で実施した．
‘メロン中間母本農 5号’，‘春系 3号’および I-10を
用い，植物体および果実特性を調査した．栽培は上記の
CCYVの感染が収量および果実品質に与える影響の評価
における無接種区と同様に行った．
‘メロン中間母本農 5号’の葉は緑色で，葉身長は
‘春系 3号’と同程度，主枝の節間長および葉柄長は
‘春系 3号’よりも長く，I-10に比べやや短かった（表
6，図 4）．主枝の第 11～ 15節に発生した側枝第 1節の
雌花（両性花）着生率は，2年の平均が 97.9％であり，
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図 3　‘メロン中間母本農 5号’と罹病性品種‘AnMP-5’との交雑 F2集
団におけるメロン退緑黄化病抵抗性の発病評点の分布とマーカー
遺伝子型との関係
接種 84日後に第 5~14本葉の発病評点を調査し，各個体の平均発病評点
を算出した．
発病評点は，0：無病徴，1：退緑斑が確認できる，2：黄化が確認される
（全体の 1～ 20％），3：黄化が広がり，斑状となる（全体の 20～ 50％），4：
黄化が全体に広がる（全体の 50％以上）．
マーカー遺伝子型：A‘メロン中間母本農 5号’型ホモ接合，Hヘテロ
接合，B‘AnMP-5’型ホモ接合．
表 5　‘メロン中間母本農 5号’と罹病性品種‘AnMP-5’との
交雑後代における抵抗性および罹病性個体の分離比
品種・系統名 個体数 期待値 X2 P
抵抗
性
罹病
性
（抵抗性：
罹病性）
メロン中間母本農 5号（N） 10
AnMP-5（A） 10
F1（A x N） 4
F1（N x A） 8
F2（A x N） 28 86 1：3 0.01 0.91
発病評点が 2.0より高い個体を罹病性と判定した．
表 6 ‘メロン中間母本農 5号’の植物体特性
年度 品種・系統名 つる長 葉数 節間長 つる径
第 10本
葉葉身長
第 10本
葉葉柄長
第 10本
葉葉幅
葉色
雌花
着生率
着果率
（cm） （枚） （cm） （mm） （cm） （cm） （cm） （％） （％）
2016 メロン中間母本農 5号 98.7 12.1 11.5 10.7 24.5 24.1 27.7 緑 98.0 79.8
春系 3号 127.5 14.4 8.9 10.4 25.7 17.6 27.0 緑 78.0 99.0
I-10 126.6 12.5 13.2 8.6 25.7 28.4 28.6 緑 8.0 40.0
2018 メロン中間母本農 5号 113.4 14.8 13.9 16.0 29.1 30.7 36.1 緑 97.8 95.6
春系 3号 101.9 16.3 8.3 15.8 32.2 25.1 33.4 緑 90.0 93.5
I-10 131.0 14.4 15.2 11.6 31.0 42.1 35.3 緑 15.6 50.0
平均 メロン中間母本農 5号 106.1 13.4 12.7 13.4 26.8 27.4 31.9 97.9 87.7
春系 3号 114.7 15.4 8.6 13.1 29.0 21.4 30.2 84.0 96.3
I-10 128.8 13.5 14.2 10.1 28.4 35.3 32.0 11.8 45.0
図 4　‘メロン中間母本農 5号’の植物体
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I-10の 11.8％に比べきわめて高かった．
‘メロン中間母本農 5号’の 1果重は 1153 gで，‘春
系 3号’の 1835gに比べ軽く，I-10と同程度であった（表
7）．成熟日数は‘春系 3号’に比べ 10日ほど早い 44.5
日で，離層が形成されるためへた離れしやすかった．果
形は偏平で，花痕部が 57.0 mmで大きく，果皮に溝が認
められた（図 5）．果皮は淡緑色であるが，過熟になる
とクリーム色に変化した．ネットの密度は極疎，盛り上
がりは低かった．果肉は，I-10が白色であったが，‘メ
ロン中間母本農 5号’では淡緑色でやや粘質，食味は
劣った．糖度は I-10より高く，‘春系 3号’より低かった．
日持ち性は，I-10と同程度で，‘春系 3号’より短かった．
2　用途，利用上の注意点
‘メロン中間母本農 5号’は，メロン退緑黄化病抵抗
性メロン品種育成のための母本として用いることができ
る．本品種のメロン退緑黄化病抵抗性は劣性に遺伝する
ため，‘メロン中間母本農 5号’を素材として抵抗性を
持つ F1品種を育成するためには，両親への抵抗性付与
が必要である．両親の育成には，本系統を 1回親とした
優良固定系統への戻し交雑が望ましく，メロン退緑黄化
病抵抗性に連鎖した DNAマーカーを用いることで抵抗
性遺伝子を有する個体を効率的に選抜できる．
考　察
CCYVは，日本で初めて報告されたウイルスで，現在
では海外での発生も数多く報告されている．ウリ科野菜
におけるウリ類退緑黄化病に対する抵抗性素材として
表 7　‘メロン中間母本農 5号’の果実特性
年度 品種・系統名
成熟
日数
裂果
率
果実
重
果高 果径
果形比
果高／
果径
花痕
部
果皮
色
過熟時の
果皮色
ネット
密度
ネット盛
り上がり
へた
離れ
（日）（％） （g） （cm）（cm） （mm）
2016 メロン中間母本農 5号 49.4 0.0 1046 11.3 13.7 0.8 47.9 淡緑 クリーム 極疎 低 極易
春系 3号 59.0 10.0 1613 13.9 14.6 1.0 37.7 淡緑 淡緑 中 中 難
I-10 49.4 5.9 1022 11.4 13.8 0.8 45.2 クリーム クリーム 極疎 極低 極易
2018 メロン中間母本農 5号 39.7 0.0 1261 13.0 13.6 1.0 66.2 淡緑 クリーム 疎 低 極易
春系 3号 54.6 0.0 2057 15.4 15.7 1.0 32.7 淡緑 淡緑 中 中 難
I-10 36.1 14.3 1120 12.5 13.8 0.9 64.3 クリーム クリーム 極疎 極低 極易
平均 メロン中間母本農 5号 44.5 0.0 1153 12.1 13.6 0.9 57.0
春系 3号 56.8 5.0 1835 14.7 15.2 1.0 35.2
I-10 42.8 10.1 1071 12.0 13.8 0.9 54.7
年度 品種・系統名 果肉厚（mm） 糖度（° Brix） 果肉色 果肉質 溶肉程度日持ち性 食味
果頂部 中間部 下部 胎座部 中心部 （日）
2016 メロン中間母本農 5号 25.2 26.5 22.4 11.3 9.2 淡緑 やや粘質 中 3 不良
春系 3号 35.0 40.9 27.1 13.6 12.4 淡緑 やや溶質 中 7 良
I-10 34.7 27.8 20.7 8.1 6.8 白 やや粉質 高 2 不良
2018 メロン中間母本農 5号 28.0 32.7 18.0 11.6 11.1 淡緑 やや粘質 中 3 不良
春系 3号 35.0 48.5 24.1 14.8 13.7 淡緑 やや溶質 中 7 良
I-10 38.8 39.4 17.5 8.9 8.7 白 やや粉質 高 3 不良
平均 メロン中間母本農 5号 26.6 29.6 20.2 11.5 10.2
春系 3号 35.0 44.7 25.6 14.2 13.1
I-10 36.8 33.6 19.1 8.5 7.8
図 5　‘メロン中間母本農 5号’の果実
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は，メロン系統 I-10の報告（Okuda et al. 2013）のみであり，
本素材を利用して育成された‘メロン中間母本農 5号’
は，メロン退緑黄化病抵抗性品種を育成するための母本
としてきわめて有望である．
I-10においては，CCYV接種 6週間後の植物体内での
ウイルス蓄積量が罹病性品種に比べ非常に少なく，病
徴が認められないことが報告されている（Okuda et al.
2013）．‘メロン中間母本農 5号’が有するメロン退緑
黄化病に対する抵抗性は，I-10と同様な抵抗性機構によ
ると考えられる．2015年度におけるメロン退緑黄化病
抵抗性検定試験では，Okuda et al.（2013）の報告と同様に，
I-10および‘メロン中間母本農 5号’の植物に病徴は認
められなかった．一方，2017年度の試験では，I-10およ
び‘メロン中間母本農 5号’の植物に CCYVの感染に
よる非常に弱い病徴が認められた（表 2）．2017年度の
播種日は 7月 7日であり，2015年度の試験に比べおよ
そ 2か月早く，接種後の栽培時期が 7～ 9月の夏季であっ
たことから，高温条件等により‘メロン中間母本農 5号’
および I-10では抵抗性が打破され，発病した可能性が考
えられる．
I-10が有するメロン退緑黄化病抵抗性の QTL解析に
おいて 1つの主要な QTLが検出されている（Kawazu et
al. 2018）．このQTL近傍の SSRマーカー ECM230を用い，
‘AnMP-5’と‘メロン中間母本農 5号’との F2集団に
おけるマーカー遺伝子型と発病評点との関連性を調べた
結果（表 4，図 3）より，‘メロン中間母本農 5号’は
I-10と同一な QTLを有すると考えられる．しかし，マー
カー遺伝子型が抵抗性型（‘メロン中間母本農 5号’ホ
モ型）であっても，一部の F2個体は発病評点が 2.0より
高い罹病性であったことから，ECM230は抵抗性遺伝子
からの距離がやや遠いか，あるいはメロン退緑黄化病抵
抗性に係わる 1つの主要な QTL以外の遺伝子座が関与
する可能性が示唆される．ECM230を用いて‘メロン中
間母本農 5号’と罹病性品種・系統との交雑後代から
抵抗性個体を選抜する場合，上記のようにマーカー遺伝
子型が抵抗性型の個体の中に低率ではあるが罹病性個体
も含まれる．よって，抵抗性個体を確実に選抜するため
には，メロン退緑黄化病接種試験も併せて行う必要があ
る．しかし，メロン退緑黄化病抵抗性を判定するために
は，接種後 2か月程度を要し，早期に判定することは難
しい．また，抵抗性の判定のためには，CCYV保毒虫の
管理，ならびに検定圃場または施設が必要である．この
ような問題を解決するためにも抵抗性に連鎖した DNA
マーカーによる早期選抜法はきわめて有効で，接種検定
に供試する個体数を大幅に減らすことが可能である．今
後，DNAマーカーの利用により，‘メロン中間母本農 5
号’を母本とした実用品種の早期育成が期待される．
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Development of a Melon (Cucumis melo  L.)
Parental Line‘Melon Chukanbohon Nou 5 Go’with Resistance
to Cucurbit Chlorotic Yellows Virus
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Summary
‘Melon Chukanbohon Nou 5 Go’, a melon parental line with resistance to Cucurbit chlorotic yellows virus (CCYV), was developed
from a cross between the CCYV-resistant I-10 and the CCYV-susceptible ‘Earl’s Favorite Harukei No. 3’. ‘Melon Chukanbohon Nou 5
Go’ presents milder symptoms than susceptible cultivars. This resistance is controlled by one recessive gene. The simple sequence
repeat (SSR) marker ECM230 on chromosome 1 was selected and this marker can be used for selection in CCYV-resistance breeding
in melon.
The internode and petiole lengths of ‘Melon Chukanbohon Nou 5 Go’ are longer than those of ‘Earl’s Favorite Harukei No. 3’.
The fruit shape is oblate and the fruit matures approximately 45 days after ﬂowering. The fruit contains grooves and a pistil scar is
larger than that of ‘Earl’s Favorite Harukei No. 3’. The strength of the peduncle attachment is weak, and the Brix value of ﬂesh is
approximately 11°.
Keywords: melon, Cucurbit chlorotic yellows virus, breeding, DNA marker
